
２０１８年  7 月  ２９日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 
 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 洋子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌５９３番 &  ～Once Again～ 

使徒信条 

聖  書  ①使徒行伝２０章２１～２７節                                                                              

      ②使徒行伝２６章２４～２９節 

特別賛美  聖歌隊有志 聖歌「十字架のかげに」 

メッセージ  ①「この命は、惜しくはない」大川従道牧師                                                                                                                                  

      ②「私たちが帰るところ」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５９０番 ＆ ～おどろくばかりの～ 

（西日本の被災された方々のため）〔献金当番：青木姉･和田姉〕 

祝  祷  

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～あなたはわが力～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日午後１時～、西田美榮子先生のご指導により聖歌隊の練習が行われます。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/月曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10 時半、 

夜７時半、メッセージは大川従道牧師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．来週日曜礼拝では誕生祝福式、午後は、ＢＢＱです(真田古城緑地公園)。 

 

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔７/２９～８/５〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
詩篇 

５６-５８篇 
５９－ 
６１篇 

６２－ 
６４篇 

６５－ 
６７篇 

６８・ 
６９篇 

７０－ 
７２篇 

７３・ 
７４篇 

７５－ 
７７篇 

新約 
使徒行伝 
２８：１-１５ 

２８：１６ 
－３１ 

ローマ 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 ６章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

８/1９(日):聖餐式 23(木):ＷＯＧＡ集会 26(日):聖歌隊 

〔予告〕９/16(日)：「敬老会」 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
｢あなたがたに贈り物をあげましょう。あなたがたの思いと心を安らかにすること、それ

がわたしの贈り物です。わたしが与える平安は、この世のはかない平安とは比べものに

なりません。だから、どんな時にもおろおろしたり、恐れたりしてはいけません。｣ 

ヨハネによる福音書14章27節 [リビングバイブル]  
 

主が与えてくださっている平安は、「どんな時にもおろおろし」ないもの。また、「恐れたりし」

ないもの。私たちの人生に全く戦いも試練も苦しみもないのならば、私たちの心はいつも平

安でいることができます。しかし、実際にはそれらは常にあるのです。この世の平安は本当に

一時的なものであるので、問題が起ってしまったら、「はかない平安」としてすぐに消え去って

しまいます。本物ではないからです。しかし、パウロ自身も、また、このヨハネ福音書を書いた

ヨハネ自身も、自らの不完全さ、弱さを認識してはいましたが、それ以上に、神の偉大さ、

愛の深さを体験していました。それは、困難に出会えば出会うほど、金や銀が火で精錬され

るように、さらに確かなものとして彼らの心を強め続けていきました。 

先日の吉次姉の信仰のように、彼女はＡＬＳという難病との壮絶な戦いの中で、一瞬の

笑顔もあらわすことができないような状況の中でも、確実な神様の御手を感じていました。

難病との大いなる闘いを通して彼女の信仰は純金のように精錬されていったのです。 

私たちに与えられている信仰はそれほどまでに力強いものなのですが、私たちは戦いに慣

れていないために、すぐに弱ってしまいます。本物を手に入れる前に、その時を通り過ぎてしま

っています。もし、必死であるなら、もっともっと私たちは祈るでしょう。もっともっと教会を第一

にするでしょう。もっともっと主を礼拝するでしょう。そうでないのは、それほど必死ではないから

ではないでしょうか。これは牧師であるわたしも同様です。危機感を意識していないからです。

本当に生ぬるい自分自身が情けなく感じます。 

しかし、この信仰の前提を前もって理解していれば、いざ人生の大嵐がやって来た時でも、

踏ん張る力となると信じています。 

教会は仲良しグループの集いではありません（もちろんそういう側面もありますが…）。もっと

も大切なことは、創造主なる神への信仰をお互いに励まし合う所だと思っています。教会の

交わりを通して、お互いの傷をなめ合うのではなく、主にある信仰とは何かを確認し、確固た

る信仰を持ち続けるようにと励まし合うところではないでしょうか。 

今週も私たち一人一人と共に歩んで下さる主を、生活の現場の中で体験し、勇気を与

えられて、前進し続けることができるよう、共に祈り続けていきましょう！ 

「私たちが帰るところ」 

～イエス様のプレゼント｢平安｣は父の懐～ 


